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生糸の剛性

Experimental studies of the ridigity of the raw silk-fibre.

石倉新十郎
小林淸丸

　絹織物及び編物等の有する性質1伏態は之を蜘吊とするまでに興ふる加工法により著しき愛化

を來tは既に知らる、所なり。而して共れを組織する綜に興ふる撚り及び伸長等の之等に影蜜

する關係に就いては古來の脛験より得たる技術的能力に倹つの外なく、之れが物理的關係を明

にし数字的に訟明せるもの茜だ少し。斯くの如き重要事項が學隷こより研究せらる義事少かり

し所以のものは要するに絹繊椎が自然生成物にして形態組織等の不整なる事と其の繊納にして

計量の困難なる事に齢せるものなるぺし。

　カ1工に於ける物埋的影響を胸にするには當然共の原綜たる絹綜の物理的性質を朋に知らざる

可からざるに之れに關する研究は從材礁だ鍛弱にして信綴すべき研究獲表茜だ少く僅に萩原、

棚僑爾氏による生綜の弾性及反艘度等を見るに過ぎざる1伏態にあり。爾氏の研究に於いても共

の性質を計量的に測定する黙に於て可なりの琢1難と苦心の蹟を見る。要するに絹綜に關する物

理的研究の困難は計量の正確を得る事に存す。之れ絹踪が墜中にあ1）て共の漁度の影響を豪る

事敏感なる事に國る。從來研究薯が此の黒占に於てト分の用意なかりしが如く見ゆるは遊だ惜む

所なりとす。

　　　　　　　　　　　　　　　　生継の剛性の慧義

　一般剛休は或る範園にありては外力に比例して攣形を生じ所縄ツツク氏法則が威蹴するもの

なれども生綜には此の法購の域立する範團を殆ど見出す能はす。故に完翻軍性を有する事なし。

一般剛体に外力を輿へて攣形を生ぜしむるには弾煙界限内にありては外力を加ふる時間の艮短

には無關係に喉外力にのみ比例して攣形を生するものなるに、生綜にありては然らすして外力

同じくも之れを與ふる時開の如何によりて攣形の程度を異にせりo即ち生新iに一定の張力を興

へ放置すれば初め1董々撒1一秒聞に張力に相當して仲長の大なる事普通の材料試駒に於いて見る

と同様なれども、共の後はll寺間の経渦と共に極めて僅少ながら伸長して停む嘉なし。時間と仲

長との關係を示せば第一・圖の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　第　＿　圃　　　　　　　　　　　　　　同種の生綜よりなる
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　　　りしが之れは試験片の長さ70cm．内に存せし太さの斑と各片の太さのオH違及び繊維の抱合瓶態

　　’の相違に原因せりと見る。1而して實験の結果は初め仲長量少かりしものの1つは15口，1つは

　　　29日を以て切断し、初仲5．3cm，のものは70日の後、叉初伸7，7cm．のものは47日の後切

，．　蜥せり。岡に示せるは70　Mの経過を取れるものの仲畏歌態を表せるなり。囲に於いて5日目

　　　」：り9日目の間及び51日日より55Ell；1の間に於V－1て仲長の著しきを示せるは雨天に愈し漁度

　　　が83％乃至88％となり共の影響を蒙れる事明なり。若し初めより75％乃至80％の闇に

　　　のみあり得たらんには圓の黙線の示す如き経過を取り、術長時日糧陵せしには非ざるかを思は

　　　しむ。此の性質は一股材料試験に於ける揮性界限を越へた後の荷藁増加なしに仲長する現象と，

　　　全く異にして、水飴等の如きプラスチツクの性質を有する事を示す。

　　　　而して叉生綜は外力をカHふる時間の短少なる時は普通の彌性体の如き性質を表はし、典の太

　　　さに封して或る範囲以内の張力を加ふれば共れに相當せる仲長をなし、張力を除けば伸長を回

　　　復して奮態に締る。然しながら普通の揮挫休と異るは紳長量が張力に比例せす、叉張力を除き

　　　てi亘に伸長を回復するに非す、必す伸長量に感じて相rkl　ll，tY間の経過を要する事なり。而して張

　　　力を増して或る範國を越せば仲長量の大部分を回復するとも絡に復蕾し得ざる澱を淺すこと普

　　　通揮性体の螺性界限を越へたる場合に似たり。然れども其れと異るは張力を受けて伸長堂を越

　　　せるものと難も之れに漁氣を興へて後乾燥すれば全く抑良を圓復して瞥1伏に蹄る事にして、之

　　　は既に一般に知られたる所なり。

　　　　斯くの如く生綜には他の磯械講造物の材料等に封して用ゐらるる蝉性なる語を以て其の性質

　　　を言ひ表す能はす。‘持殊に限定せる語を以てせざる可らざるなり。斯の敏を以て從來墨潜によ

　　　つて使用せられたる語を省す新たに剛性なる語を以て生綜の一性質を表すこと瓦せり。帥ちPt

　　　定の太さの繊誰に張力を加へ一定特闇に一定の伸長度を爲さしむるに要する仕事量を以て共の

　　　繊維の外力に封する剛性を表はす票とす。勿論生綜の場含には騎に室中の淵度漁慶の勇杉響を蒙

　　　るが放に此等の條件をも一定する必要ありとす。

　　　　　　　　　　　　　　　　生綜の太さの概念

　生綜の剛性を表はすに太さの翠位を明かにする必要あり。一般材料の強さを豪すに棚…雪1の横

圓1両の軍位面積に封する力を以て表はせども、繊細なる繊維より威る綜の噺面積を知る事は殆

ど不可能なるが故に、一般的實際の例に從つて綜の太さを表すに一づヒ長さのユ脳ヒを以てす。凹1

ち生継には長さ450rn．を取り0．59．あるを1denierとす。

　此の太さの概念は綜を構成する繊維が等質にして比重…定なりとの假定の下に成立す。然る

に生綜は一股に知られ居る如く等質材料に非す、絹綜質と膠質とよりなり獄の品種により3く同

種にありても繭暦の内外により爾者の存在割合を異にし、巌密には既に學奢の獲表せる如く絹

懸質も膠質も種類により多少枳異れり。故に軍に太さ1denier，とillま位を窟めても生綜の場含は

他の機械材料の鐡灘欝の試駒片の太さと同様の概念を以セ取り撚・蔀能はざるなり。散に種

類を異にせる．生綜の剛性を比較するに同一軍位denierを以て表はすとも、躍位の根祇に夫々

1蜀特の本質より來る微少の繋違ある事を忘れ去る能はざるなり。放に研究上異種の生綜を比較

し論ぜんとする場含には絹綜質と綜膠質との割合が共れ等種類の代表的なる吝【1分より試瞼片を

探取す可き事必要にして又大切なりとす。

　なぼ生綜は元來室中漁度1こ封し極めて敏感にして常に共れとユi鼠衡を保つ水分を含有せり。故

にi盗中漁度愛すれば随つて雄練の含有水分最優化す。斯くの如き敏に生綜の太さを決定するに

は無水分の下に濁1定するか、然らすんぱ一一定漁度の下に1則定す可きは當然なり◎空中撚度と生

怒の含有水分量との關係は既に1學者の研究獲表せるものあれども、種類により割合をき塵毒にし居
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るに拘らす爽表せる結果は概括的なる故に補正の規本とする能はす、因って本試験に於いては

無水量を測定して太さを決定せり。

　同じ空中漁度に封し絹綜質と縣膠質と各kの含水最の割合異る可きは察知する厨なれど木試

験には直接關係ありとは認められづ㌔因つて之れに鯛れざる事とせり。3ぐ絹業試験場及び著渚

の一人小林の實験によるに生綜を無水乾燥したるもの締合漁性は減少する事を明にしたれども

本試験に於いて取り扱へる試験片は無水乾燥を行はす、從つて此の間題に燭る弱依し。無水

分の太さの測定は次に記述する如き方法によれるが敵に太さの決定と此の問題に鯛れざる事と

の闇に矛盾なし。

試験片の太さの決定

　繭1粒より繰り取れる綜條の全長及び其の全長に亘つての太さの攣化は獄の島種にょり同じ

からざるは一般に知られたる所なり。共の何れの部分を以て代表的とするかは考慮を要する所

なりとす。

本校生産にか賄日本樋μ堺一に就て試験せるva　）先づ繭2粒を取b・Elt乙と名づけ各々の1

粒繰緑を爲せるに甲は全長700m，あり乙は同じく400m，あり。之等を100m．宛に切噺して

各部の雫均無水denierを測定せるに次衰の如き結果を得たり。同襟の繭を選び取扱ひを同様

にせるも繰綜後の含有水分量は祠じからす甲は9．3％なるに乙は9，5％なり。

　　　　　　　　　　Ii…峨i・…嘔1・・…巌！…岨1・・…副・…1嘔レ・嘘
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　之を見るに200m．鳳乃至400．rn．匠が比較的太さ同様なり。また他のlll種に就ての實瞼報

告を見るも同檬の結果を示せる故に試験片として探用す可きは第3旺自ijち初めよりの長さ

200m．を除き…次ぎに楽る100m．を取るがi簗當なりと認めたり。敏に本試瞼に於ては各種試瞼

片は何れも穿孔曳膨取り枠のヒに1粒繰繰をなし第3嚥のユOO・n．を以て紹となし輪形の2個所

にて之を切断して等重の2つの東を作り共の一一方を試瞼片となし他方を乾燥して無水denier

測定用に供したり。

剛性試験機械
　生綜は前迎の如く室中漁度の影響を蒙るに敏感なるが故に之れを度外観しての試験結果を以

　て共の性質』を論する能はツ㌔然るが故に｛生綜¢）試験は必す一・定温度一飽漁度を保てる盛氣中に

於いて行はざる可らす。從來學齎の爲せる試験及び共の結衆獲表を見るに實験ト1の温度撚度の

言己録せるものありと難も共の精確の無liに於V・て遺憾ながら十分の信頼を省せ得ざるものあり。

何故なれば吾々の縫瞼せる所に線れば假令試験室に：普樋の恒温恒漁装置を設備するとも試瞼室

内の漁度を測定する計器が現今一般に使用せらるSものにして十分の精確さを示すものあるな

　しQ3く幸に或る程度の精確さを以て測定し得・ても入体より叢散する水i蒸氣が直接試瞼窒の爆度

・を動かし且っ入休及び原動機械より鍵kする熱が氣温を上昇せしめ漁度を愛ふる纂著しきもの

　あり。人休を隔絶せる密閉函中に試験機械を封じても長時…間の試1験申には僅かの温慶1二昇あり

且つ機械油の蒸獲起りて其の瓦蜥の影響の恐れなしとせづ㌔斯所に於いて吾4は恒温恒灘の室
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i氣獲生装置と人休と隔絶せる試瞼機械の新考案を必要とするに至れり。

　一定温慶及び漁度を保有する室氣を生ぜしむる恒温恒漁塞氣獲生裟置の要熱ま第二圃に之を

示せり。外氣を飽和　　　　　　　　　　　　　　錦　　二　　岡
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は一定澁度の下に飽和歌態となる。次に室氣は加熱室に入り電熱により調節する熱風により開

接に熱せられ任意の一・建温度を保ちて試験機械を中に牧めたる鐡製函中に絶へす供給せらる。

冷却室を出たる時及び翻熱室を出たる時の溢度を適當に定むる事により或る一建淵度の下に

40％乃至100％の闇の任意の一定漁度を保たしむる事を得たり。全裟置は外i氣温の影響を受

くる事を恐れ防熱法を施し試瞼機械を犀交めたる1繭は別の防熱室中に設盤し幽中の塞暖計が常に

豫建の温度を定指する事を得たり。

　試験機械は繊細なる1粒穐毫り生綜の仙長試験を行ふものなるが故に從來各方1鮒こ於Vて侠川

せらるる試験機械は何れも構造複射窪にして機械的誤差の大なる恐れありて使川に適せざるもの

と考へ，新に考察して主動部を最も簡照にし能ふ限り磨擦を少からしむるに努め第三圃乃至第

六圖に示す如きを製作せり。

　機械の主要部は2重獲條の上端を団定して重下せしめ下端に試瞼片の鈎を懸け得る受鈎と示

指針を附したり。試験片の上端は嚢條に懸り垂’直に下り下端は牽引移動子の端に鈎を以て蓮結

し下方に牽引せらる。牽引運動は1分間70m．の一定速度にて函外の霜動機より動力を受く。

爾して電動機は軍猫蓄電池より定電堅の景虚力を受け試験機械以外のものに關係なき専川の直流

式電動機にして機械蓮il酬こ要する動力の10倍以上の能力あり、以つて側傳速度の一飽を期し

たり。移動子の上端には實瞼の上伸騎llを認めざる紐を用ひて共の一端を、而してインヂケータ

ー一 Jード筒に典他端を結び之才しを牽引して圓縛せしめたり。カードはユF滑絞に1｝1煙を燃らした

るを用ゐ指斜’の摩擦を少からしめたる故にカード．1：の縦線は渡條の仲艮力を示し此の庫擦だけ

の誤鶉を含むのみなりQカード上の横癌1は移動子の道程を共ま工示し試験片の“11長最と焚條の

仲長彙との合計を表はせりo故に試験片が全く仲長する事なれば縦線と横線とは各々磯條の仲

長董のみを表す故に長さ弊しQ從つて指針はカードに45°のY・rfffj線を蓋ll三く。UIJちカt一ド上の縦

横2軸は零線として直角に非す45°傾けるものなりo

　仙の附協裟趾は次の如し。L「pち試験片及び機械に直子妾乎を醐るS能はざる放に繊誤膜御ユて

外氣を絶縁しだるピンセツ陸1ユて試験片を取扱ふ鮫置あり。共の他機械の獲動幽1、装置指針

を油煙紙に接濁せしむる鞍置及び試験片の切蜥せる博捜1廉のヒ下震動を僚むる装羅等にして皆

函外のハンドルを以て操作し得るものなりo

　機械の構造よりして牽引移動子の移動量は試験片及び獲峰谷々のfli咲合計を表はす故に移亟力

速度が一定なりとも必歩しも荷重触加割倉が時1｛｝1に鮒し一定なりと云ふ能はナ。若し試験片の
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仲長割合が時闇に肇ナし一定なりとせば荷重増加割合も一・定なりと云ふ可し。第一圏に示せる實

験と比較して考ふるに試験片に荷重を加へ初めて切断する迄に要する時開は僅かに緻秒に過ぎ

ざるが故に實験的には荷重鱈加割合一定なりと構しても譲り無かる可しと信す：るものなりo

試験片の作り方

　普通行はる埼試験機械に於いては撫㌃験片の繭端を岡定するにクリツプ3くは押し捻じを以てせ

るも適度の墜力を輿ふる事困難にして、力過れば固定黙に於て・切噺し力足らされば滑りて仲長i

量正確ならざる欠慰あり。繊細なる1粒繰生糸の基本長さを決定ζるには考慮を要するものあ

り。試験片全長に亘つて域る可く等質且形歌一様なるを望めぱ短きを良しとすれども圃定關端

の影響を無からしむる爲めには是非相當の長さを必要とす。普通試瞼機にては約1米の侵さを

取る敏に斯くしては太さ形歌の一様なる試験片を得がたし。叉1粒堆栗り生綜を白山歌態に置け

ば捲縮して共の長さを測定する事琶だ困雛なり。本試験にありては試瞼片の基本長さを20cm

とし、此の捲縮を正して基本長さを定むるに策ヒ圃に示す装置を以てせり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験片は繰綜の時露ミ1形枠に繰り取りたる故に捲縮悲

　　　　　第七圃　　　　だ少く之麺細勺に正す1嘲めて僅かなる張力を廊、

　　　　一一　　　　　　　　　　　れば足れり。試験片の眩絹をクリツプに挾みでF端に

　　　　　　　　　　　　　　　　　12cg．の量量を懸けて垂直に直しF端のクリツプを締

　　　　　　　　　　　　　　　　　め中1田20cm，の聞隔を取りて爾端に！J・鈎をコロジュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ーム糊を以て粘蒲せしめたり。此の基本長さを測定す

　　　　　　　　　　　　　ク　　　る際と難も捲中灘度の影響あるが放に窒内の漁度を定

　　　1

　　　1
　　　lZ　　　l
　　　「
z　　　l
　　　亀r
　　　ざl
z　　te

イ　？
易　　1
　　　きり　　　・

ン　｝
b＞　1
／　　　　　l

r／．　．立．

茅　　　むる必要あり。経瞼によれば70％乃至75％の闇に

　　　　於ては殆ど愛化あるを認めす。測定には此の範團の撚

　　　　度の下に於いて行へり。試験片の端に粘着せしめし鈎

　　　　の重量は試験の際に牽引力として働けどもカードの曲

　　　　線に影響するは上端の鈎1個7）璽堂のみなり。而して

　　　　鈎の重厳は僅かに1個2cg．なる敬に1試験結梁に封し

　　　　影響する誤差は0．4％以下な｝？。

曲線圖及び剛性計算

　　　　　　　　カードに曲線を欝かしむるにうヒだち獲條の下端に

　　　　　　　1．Og．の璽彙を懸け蓮lll懸せしめて横線を織かしめ10g，

　　L＿、9　　　線となせり。3く煎量を除きて横邨1帥ち零線を譜かしめ、

φ乳欝欝芝轟購癒離誉繋
　　　　　　　て恒盗恒漁察氣中に20分閻以h放置し共の漁度と『二

、oz @l．　鶏灘繍篇灘讐鞭蹴綾毒繋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll・tに供給したりQ曲線の川護黙が軸線の支黙と一致せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざりしは鋼線の艮さが20crn．ならざりし鎮と試験片の

長さを測定する時の漁度と試験函中の1無度が一一致せざる爲め多少長さの攣化ありと考へらる之

が故なるべし。同じカードに岡種試験片5伽iの曲線を併記せしめたり。各々の川獲鮎が必しも

一・vせざるものあるは機撫饅動の適確ならざりしを示し、出磯貼li附近に於てil！1線の逆謝llある
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を見るは㌧カードを捲ける筒と牽引移動子との蓮結紐が筒の下端に纒蒲するの1Eしからざりしを

示せり。3く曲線の肇】三滑ならす微細波線をなせるものあるは使用力…一ド釈面が一・1・分準滑ならす指

針の尖端震動せるものなりQ

　l焔U・億の無11iに於ける伺！罎1蝦襯llち45％1罐　　1｝ζ1　1ひて姻・【1にr・徹る長さが直に之を

示し帳加45°縦繍こZi三律櫛llに向つて弓1ける錨鳳賊騨るるものなる瓜實際の
値を知るには共の長さ糎に1／ゾ7を来じて横軸に向つての垂直長さEljち獲條の紳長最を知り、

而して獲條1糎の仲ぴは5・3　］：dの力を表す故に5．3を栗ぜし結渠がEljち共の黒llilこ於ける張力な

，り。若し試験片が生綜に非すして完金弓軍性のものならば曲線は直線となり、線L任意の黒占に篁

るまでは試験ノ1“に加へたる仕購量は第八圖a～b！oにより圃まれたる両積によつて表はさる。而

　　　　　　　　　　　第八間　　　　をて期醸は・b1融×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　百なり。放にカードより仕

　　　　　　　　　ノ0　．　　　　　　　　　　　ノ〃　・　　　事量を知るには曲膨｝桂任意

くZ　　　　　　　　　　　　　　at　　　　　　　　　黙の斜縦線及び横線とによ

、　　　　　り包まれたる面積を計り

　　　　　　　　　b　　　　　　　　e　　b’　　　　を飛すれば仕事紫を9．cm．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の羅位にて知る事を得べしo

　種々異れる條件の下に種々なる試験珪の剛性を比鮫するは剛性を計量する條件を一定する必

要あり。本試験に於voては基本士ミさ20cm．の15％自IJち3cm．の仲長を與ふるまでに加へた

る仕嘉最を試験片の太さにて除し1denierに封するg．cm．にて表はし比較する事とせりQ仲

長i捲本を3cm．と定めたるは纏験に依るに種陶なる生綜の伸長試験の結渠僅かにイF匪ミ量3cm．

を少し越へて切断するものあり。放に種類を異にせるものを比較する必要k最低仲長3cm．を

・ue一定せるものなり。

を　o　　　　　　　　－－　　o　　sq・cm・にて表はし直に5・3

生綜の剛性と温度

　　岩蝋中にありて生綜の吸漁i生が澁度の高低により僅掴ζ攣化す御は既にシxレージン即こ

　よりて慶験せられたり。典の他の鑑綜の性顕と温度との關係に關しては数量的に研究渡表せる

　を知らす。絹製品加工に於ける種々物理的操作の1：より生綜の諸性質と漁度との關係は大切の

　ものある可きを想像すれども從來此の方而の研究を聞かざるは甚だ愚憾とする所除り。

　　生綜の剛性が察中漁度の影響を蒙る1鋼係を明かに知らんとする前に、温度が如何に影響を興

　ふるかを知らんとせり。之れが爲めには必然、撚度一一定の下に淑度をi墜化暫しめて剛性測定を

　爲す可きなるが、温度と漁度とが關聯的1こ如何に影響を興ふるかを知らんには、各の攣化の下

　に實験を行ひ立休曲線1こよりて剛性憂化の欺態を表はさL“る可からざる窺となる。然しながら

製品加工経験の事實より察するに温度による影響は漁度による影響に比して甚だ大ならざるを

　知るが故に、本i試験に於いては此り煩鎖を遜けltk21rlec大氣の李均灘度75％を棲準漁度として

之を取り此一定漁度の下に温度を痩へ8°Cより29°Cに至る聞に11階級の温．度を定めて試

験を實行せり。

　供試繭の種類は本校産1歌7號×支7脱とLl　1號×支4號及び世界一の3種にして、各種とも

．同一母蛾より獲生せるものS巾より特に外糊の形容一様にして重量同一なるもの3佃宛を選鵬

　し・各々を1糧繰綜して共の太さの測錠法及び試験片の探取法！よ前違の方法の下に行ぴ各試瞼

片に狩號を附して次の如くせりo
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　　　　　　　　　denier　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　denier　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　denier

　　　　　　A　　　　2．57　　　　　　　　　　　　　　　xV　　　2．60　　　　　　　　　　　　　　　A墨　　　2，64

　×呈k霧　　　　13　　　　2・65　　　　　　　×竪K霧　　　　B／　　　　2・57　　　　　　　LllL一界　一　　　　B1　　　3・23

　　　　　　C　　　　3。82　　　　　　　　　　　　　　　　　G／　　　　2，82　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユs　　・3．05

　機械試験の給果次頁表の如き数値を得たり。試験の時期と装置の能力よりして世界一に封し

ては低温部と高潴129°Cの下に試瞼する能はざりし爲め16°Cより27°Cの闇のみを取れり。

表の敷値は各カー一ドの李均位置を占めだる曲線に從つて剛性を測り斯くして得たる撒億を同種

のABC毎に求めて之を亭均し各淵慶順に配列せるものなり。各試験片のカードは必すしも

同様の整頓せる曲線を爲さす附囲には唯こ二つの結果を愛饗げたり。帥ち1珀線圃第一は名：號Bを第

二は符號A，1の曲線を示せりo

　　　　　　　　　曲　線圃　　第一
材瀞hll「1種　日1翌虎X支4號　 JS．繰度75％　 テ胤度　2go（】～soO

＿＿＿，、。u－・一｛｝N＞k＞g；r

；　　　　　　　　　　童

　　　　　　　＼　　　　　　．、

澗三

　　　　　　　　　　＼

・5・・ k一…一摯謡　　　　　　＿＼
　　．：一＿一　　「i．；一　v＞，一　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　＼ぐ　　脚黛ミミ
24°G 怐Qζ＼　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10°0諦　・、

2LiMC　－u，　，　　｛塗ご瀧
¶＼．

fl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
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曲線陶　 』第二

材料品位　世界一一一A韮・灘慶75％滑度27°c～Le，°c　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ、　：一

醗i一rK－一…・9・・line　、9。，、噛三＿÷1∵、

　　　　　　Lユ　　　　ニニ．ltt－”・・［

250CJ　　　l

24・c1症1『鳴．，・　、

22°c－　

　　｝　　　　　　　　　　　　一一一一呵一一AtsL＿岡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一t－－TM一

搬　酬職・支刎側撒・釧世界引　年均
290C
270

％0
240
22Q

コgo

ユ60

ユ40

ユ20
10Q
80

7．40

7．07

7．27

7、OO

7．45

7．12
7．35

7，1S

7．05

7．42

7．18

6．12

5，78
6．06

5．92

6，13

6．18

6．44
6，65

G．62

6．62
6．60

6．41

6．20

6．22

6．05

6．13

6．27

6．52

6．S6　翠位
6．41　　g．cniVdenier

6。50

6．32

6．55

6．47

6。67

6．78

6．80

7．00

6。78

　　實験の結果は斯くの如く数値の班甚しく、之れに依つて傾向を断定するは困難とする所なる

　が、元來當初に述ぺたる如く，剛1斗が個々の獄兇によりて吐綜されたるものなる故に螢繭申の生

　理ll的攣化により絹縣に形休的愛化を興ふる事遊しきは顯微鏡下に槍して明かに認め得る所なり

　とす。故に1粒繰生縣に就て麟金せる結果は微佃の繭を台せて繰綜せる生縣の結果に比して班

’の遊しきは當然の婦結と言ふ可きなり。r吊種により影響の度合異る票を考へ得れども實験品種

　少かりしを以て蝕には之れを噺定する能はざるなり。

　　此の結果をダイアグラムに表はせぼ第一線岡の如くなり日1x3ヒ4及び枇界一に寿姥ては漁慶の
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影響不明なるが緻7×支7及び3穐牛均によれば淵度」函露するに從ひ剛性減少するを示せり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　一　　線　　醐
湘．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
度

3歴鵜糊　羅鱗欝　　，編、、舅　麟蜘の摘
2go

270

250
2　．lo

220

lgo

160

140

ノ20

10Q

80
6．5　7　7．5　3　　　　　　　　6　　ff．5　　7　　　　　　　　6　6．5　7　　　　　6　　6。5　7　7．5　8

　　9・cm．／den・　　　　　　　　　　9．Cm／de1ユ．　　　　　　　　9，Cm．！den．　　　　　　　　9，cm．／（len．

階 1 ▼

胴一一π皿L「

其の平均線を取り減少度を計れば21慶の濫度差にょり0，7g．cm．ノdenierを減少する故に1°C

のヒ昇蹴き壷脚娩磁を減秘齢なり．繍よ照数厨ヒ例するもの硯て品
種を度外し供試験片全休の剛性に射し吹の關係あるを知る。

　Q＝t°Cの下に於ける剛性　　Qノ＝・tノ゜Cの下に於ける剛性　　とすれぱ

　　　　　　　　　　　　　　Q’－Q一縮t・

故に溜度の影響は剛性測定撒値に蟄寸し度外し得ざる程度なる票を知るなり。

生綜剛性と室氣の漏慶

　一・般に紡績機織等製造魏工に於て察i氣中の漁度が常に問題となり、カiにr．9M作の難易及び製品

の晶質良否に大なる關係あるは明にして典の適度を得るは技術渚の常に苦心する所なり。當初

既に述べたる如く之れは繊維の本來の性質と加工方法の主として物瑚1的關係に圃るば明潔しど

も，繊維の本來の性質1こ關する研究卜分ならざる所ありて数宇的に關係を明にする能はす。例

へば撚綜に撚数を輿ふるロ寺の張力と綜の抱合度の關係をづll1らんとするも繊維の漁度に封する剛

性の攣化明かならざれば適慶を見出す事能1まざるなり。典の他類似の大切なる問題は撒ふ可ら

ざるものあれども根本的基礎li生質不明なる爲めに銀術的研究の歩を難め得ざるもの多し。生綜

の如きは前述の如く溜幽熱慶に關するのみならす張力を輿ふる速慶にも關係して仲長度を蔓化

する故に此等を総合しての1終1三質を朋かにせざる可ら歩。斯くの如きは從來購著の曾て試みたる1

を聞かつ㌔本試験に於ては綜を仲張する荷重を力1ふる蓮度を一雄し、温慶の影響は之を補IEし

て唯漁度の攣化のみに困る影響を知らんとせりc，
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　鋤に供せし繭の種類は『μし界噛脚號岐7號及翻珊硫岐4號の3種にして鰍翻こ
於けると同様の方法により試験片をま1嚇せり。講鮒の符鰍太さは次の如し。

　　　　　　　　　　denier　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dellier　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　denier

　　　　1・界一舘ll　・黙li　lill　・畢鋪ii　lill

　之等樋試験片を各個苺に1椴40％より95％までの閥10階級に分力、ちたる各階級の1膿

一一閧ﾌ下に試験を實行せり。斯くして得たるカードより剛性を測りて撒値を求め前試験に於け

ると同様に3種類の干均数値を各掘度順に酉已列すれば次の表の如し。

灘度1｝世界一1欧7號×丈7號1日1號x丈4號1耶均
　％95
90
85
80
75

70
65
60
50
40

3．19

4．06

4．87

5．63

5．67

5．82

6．18

6．40

7．57

8．41

3．60

4．52

4．53

4．92
5．19

7．04
7．04

7．56

8．25

8．39

6，25

6．44

7，32

7，32

7．69

7．69

8，08

9．22

9．52
ユ0，19

4．35　翠位
4。9S　　g．Cm．ノde【ユier

5．57

5．96

6．18

6。85

7．10

7．73

8．45

9．00

　此の結果によりて見るに各種類に於いて剛性は漁度の高きに進むに從ひ曹しく減少する事を

示せり。

　試験片の中世界一のAh鰍7號×支7のA，及び日1脱×寅4號のA3の曲線圏の攣化を夫々曲

線圓第三第四第五に鵬1デたり。此等曲線により直にi爽の傾向を認めらる。帥ち漁慶の進むに從

ひ著しく伸長度を増加する事、切噺するまでの強さぽ乾燥部にて弧大にして漁度増雌と共に少

しつム減少する事なり。

曲　線　圃　第　　三

ム1灘度　95～・40％　　1粒繰綜　試験片5

＼

燕ら度　　　95％　　一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘埋巳　　　70％　　　　・：・一

温度19・2°Cf’ドtiiltrtckr－nN－　，－t，　　　　　澱22・4°C　’r・，．＿

　　　　　　　　　　　　’、＼＼訟　　　　　　　　”　Xz

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘慶　　65％　　　　　　・
灘度go％・＿　　　　　　　　　温度23・7°c　続∴，＿
量翻L膿三　　　1soC　　　　　　　　　べ　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　Y．．．　　　　ち
　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　＿　　　　＿
　　　　　　’－th・一一一・一一一一一t．tt．＿．．＿　＿蓋＿＿一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一f’一一一一

　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　＼

・織，．轟＿、三こ＿＼＿一．　鑑1蓬，、驚＿，，．『．＿
　｝　∵『ト・ミー曳、＼　　　　　　　　　　　　　　’　　，Nx
＿＿．．＿二＿一二き止　　　　　　　　　　　＿＿＿＿一．＿＿　瓦
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

難屡艶∵ト＿：一一一　　羅、驚一…一t－’”・ξ＼…

　　　　　＿＿＿＿：　＞IL．　　　　　　　　　　＼

羅，、驚，f＝：””i、＿　　．　鼎麗、94編一一等擬決、　－

　　　　　　　　　N　　　　　　　＼

1111線圃第四

A2　1粒繰綜　　試験片5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

難屡凝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛＼噛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

難轟

翻＿i－9iilllF．難舗」
　　　　　　＿＿＿＿＿＿．一一一　　×・一　　　　　　　　　　　｝｝　het｝

　　　　　　一一．一一一一一一h＿＿，．r，，L．．．＿き～L　　　　　　　．一　　．＿t－．…き転
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曲　線　圃第　五

・AtS　1粒繰紡　　試瞼片5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　牌為一・　　　　　　　’　　”・㌧斥一マ『
　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．＿＿．き豊一、ン＿

灘慶吻．

@＼　　灘麗鰯＿．＼＼
温慶19’75°C　』¶・『・・、『 ~マ『　温麟・6°C　‘＼　／tt　．『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　腎’”…｝一一痴H－一．・　　　．一一一．一＿転、＿恥

　　　　　　　　　　　　＼　　　　　＼

－s・・
@’Eiiilllllミ胸墨礎賜　さ…

　　　　　　　　＿．－t－一．一．一，＿．＆一　　　　　　　…　　　　　　　一一

温度23・7°u　－－ihX．＿一一tsxrig一　　　　　撫慶33，5。c　＿き＿一　　　　　＿

灘，．％　＼　　＿。％

　　　　　　　　　　二こき　　　　　　’蟻
．．

@一．．t．t．t．．＿這，　　　　　～　　憾．

　　1・’ft－nLの表の数1聴列ヤグ翼・峨はせぱ第二繍ゆ如くなり、騰1によりて剛性鮒疋は各

．異れども漁慶の攣化により典の：敷値を憂する歌態を同じろせる事明なり。平均敏に表はれたる

傾向によりて漁度による剛性攣化は直線的減少なるを見る。此の線圖より測るに50％の憂化に

蹴て‘脚淑・…r峨少なる・牧に鞭・％敏一養一・・m・漉・…轍す。
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　　　　　　　　　　第　　二　　線　　槻

　（鰯、も3欄の鞠値）　　　　　　　　・　左踊欝均術紅
墾轍は・1甥一。獣線は緻7×支7。鱒泉顧1×支4
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　　人戴絹鯨

　　騰片学＝5．22d・・．

％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q，ノ＝漁度h％の下に於ける剛性
40
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q，！醤漁度h’％の下に於ける剛性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とすれば次の關係によつて表はす都を得べ
50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α、・’Q・」結

60

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スコース入絹縣の剛性線圖を附記せり。1黒
70

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度に封する剛性減少葬圭は生綜より小なる事
75

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一見して明な1）。
80

85　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

90
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　0　　1　　2　　3　　必　　5

　　　　　9．Cm．／（len・



第一・二號〕　　　　　　　1－ll　綜　の　剛　blk　　　　　　　　　　27V

経験せる本試験に就いて

　試鹸の正確なる結果を得んとして既に記述せし如き準備と方法とを構じたるも試験の結果ば

豫想せしが如きに至らづ㌔特に試験片の探取に就ては十分澄意して試験片による不整を防がん

とし7eれども、得たる藪鰍の班大なりしは機械的に叉腐験者の技術的能力に多少欠陥ありとす

るも，之は主として供試材料が獄兇の自然的些セ薩物なる厨に囚るなるべし。此の結果の撒値班

の弐なるを遜けんとすれば寧ろ1粒組の如き繊細なるものを取らす同種の繭撒個より併せて太

く繰綜ぜる生綜を探用せぱ可なるべしとは考へ7eる所なるが、然すれば反つて絹綜自然性質を

知る能はざるなり。訟駝片の太さ大なれぽ從つて試験桜械は大に恒温恒楓装置文從つて能力を

大ならしめざるべからす。経費之れを許さSN’る事情の下にありし爲め遽憾乍ら以上の程農に止

めざる可からざりしなり。

　猫ほ生続の剛性に就ては前にも述べたる如く付張荷重の加へ方の速度による影響を明にぜざ

れは完結せざる所なるが、之れは多大の試験勢力と経費を要すべく本校の事惜は之を許さざる

欺態にありしを以て之れ叉遺憾乍ら中止するのやむなきに絡れり。

　本試験により稠海る各毬の曲線より生緋のpeg｛t－kと切閣するに至るまでの仲張抵抗力帥ち張さ

との監係及び其の剛性と切噺するまでのイ将長度との關係を求め藪字的に之れを明にすれば、從

來行はれし生甜槍i査の結梨よりして温農漁渡等の補疋を行ひ、以て曾て使用せられたる生綜の

剛性を新だに知る事を得るに至るべきなり。剛σ研究潜に之れを侯つ。

生紳の繰縣速度と剛性

　近來製蒲．能率増進を置ゆ製綜機械が潭次自働的に改良されしと共に多條製綜とな購襯枠の

回韓撒が著しく減少せられたり。

　生糾緯縣は漏澗なる繭癬より繊維を引き｝1し緻個引き揃へて1縣條となすが故に取り枠の回

鵯撒の大小は繰り取る益縣の張力に大小の鍾異を來す可きは明なり。此漏閏なる歌態の下に大

小の張力を與へたる結県が生綜の剛性に何等かの影響を翼ふるには非ざるか。之を明かにせん

として次の如き試験を行ひたりv

　l試駝材料は日1號×重4號の1種より同形1司重量のもの3佃1宛3組を選出し之れにi次の如き符號

を附して前述の方法により各の太さを測定し試験片を作れり。

　　　　　　　　　　denier　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　den…er　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　denier

　　　鱒分li　l；ll　響分1鍛ll　轡轡li　li蕪

此等試験片を各訟験して曲線を鑑かしめ各カードより剛性数値を測り前試1験と同様に亭均値

を求めたるに次表の如き結果を得たり。

。璽い・固C1い・r明C2一いLL互1－I　G・－rgln物1・・ln…均1影7且為

　ll髪18：ll繍1：ll　l：ll　l：ll職・1：議・1：器　1：％・1：碧　1：ll　ll：11

　・・％…。…71・・9・・「）i（・・・・…86・・”’i…76・37e・・・・・…　6・656。・・

　　之れをダイヤグラムに炎せぱ第三線圖の示す如く繰綿速度逓きもの剛性に冨み、速度早けれ

、ば少しく剛性を減少すれども、；J・／；の鷹度を約20倍して剛性の約7％を減少するを見る。又漁度

　増加により剛性を失ふ割合1よ繰緯速度逓きものが租大にして速度早きものが剛性を失ふ事少く

　反つて生綜本來の良質を損傷せる纂を示せりo　　　　　　　　　　　　　　l
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　　　　　附記　本試瞼は機械の襲作附鵬装

　　　　｛殴の考案より初めて上麗己の試瞼を兜結

h「 @　　せしむるに大蕉12年より昭和5年に

恥　　　　　釜る年月を鯉たVo豫定せる範陶の試

es？　　　瞼を全部兜結して畿表せんとしたるも

N　．　のなれども本校の謀情愛濫して試瞼は
　　ロ
こ芽　遣　　 中噺し驚膏こ獲衷するに竈らざりしを1
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　　　　（於　上田鷲綜媒門躯校紡織科研究室）

　　　　　　　（憂理　昭利10年7月31日）
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